
盆地内の集落からみた重畳感のある景観 

―韓国農村集落における風水景観に関する研究 その７― 

 
 

 

 

 

１．はじめに 

 筆者らのこれまでの研究 1)~ 3)においては、集落の四神方

向注１）から集落を含む全方向に対して風水理論に基づい

た要素が映り込むことによって風水集落特有の景観を生

み出すことを論じてきた。しかし、盆地という特異な地

形条件におかれた風水集落では、集落の玄武側注２）からそ

の盆地全体を眺めた時にある独特の景観を生み出すこと

が確認された。 
ここではその 5、その 6 で得られた結果より、風水的

特徴を持つ盆地内にある集落がいかにして盆地風水集落

独特の景観を生み出すかを論じたのち、現地調査で得ら

れた実際の写真から、その景観がどういったものである 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

かを示し、さらにヒアリング調査の結果から実際にその

景観が見える集落と見えない集落で集落の風水認知や風

水理論による吉地の条件に適合するかに差が出るかを分

析することで、風水理論上より吉地である集落ほど景観

にその独自性が顕著に表れることについての裏付けを得

ることを目的としている。 

 

２．盆地特有の地形条件 

 李重煥の著書「択里志」4)では“水口は地形がよく閉じ

られていること（閉鎖であること）、その内側に平野が広

がるところが吉である。また、閉鎖は何重にも重なって

いるほど大吉の地勢である”と記されている。 
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7．都市計画 － 6．景観と都市設計 c．景観イメージ・景観評価 
韓国 風水 景観 集落  
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その 5 において風水の形式理論である看龍法と蔵風法

によって「白頭山」を祖山とする山脈の連なりから派生

し小白山脈－智異山－盆地の四方を囲む大山－各集落の

鎮山（主山）と幾重にも重なる山々に囲まれるという立

地条件が生み出されることが明らかにされた。また，盆

地内の集落が得水法によって選定されることも明らかに

されたが、それはすなわち盆地の内と外を結ぶ水口注３）

の確保が風水の形式理論によって重要視されていること

が伺える。この水口の確保によって盆地の景観に数か所

の抜け穴（谷）ができ，より重畳感を感じることのでき

る視対象となりうる点が発生するのである。 
  以上のような風水の形式理論によってもたらされた

立地条件によって、そのフラクタルの末端である盆地内

集落の玄武方向から盆地全体，特に水口である谷を眺め

ると重畳感ある景観を確認できるようになる。 
ここで、本研究中に用いる「重畳感ある景観」とは視

点場から視対象の可視範囲内ではほぼ無限に山々が幾重

にも折り重なり、奥行きのある立体的な景観であること

と定義した。 
 
３．景観写真からみる重畳感ある景観 

 以上の考察を踏まえたうえで、韓国山内面南部の対象

盆地現地調査において撮影した11集落の総計2227枚の

写真の中から、本論文で定義する重畳感のある景観が映

り込んだ写真を選抜した。尚、撮影の方法は以前までの

方法1)~ 3)と同様に35mmフィルム換算の35mmレンズ焦

点距で離集落の四神方向から撮影しているが、今回はと

くに玄武方向からの写真を使用している。さらに選抜し

た写真の中からほとんど同一方向の写真はより重畳感の

確認できるものに厳選し、7枚の写真まで絞り込んだ。図

１にその撮影ポイントについて示している。写真を絞り

込むことで11集落のうち特に4つの集落で重畳感のある

景観を他の集落より顕著に確認することができた。 
図２は撮影ポイントⅠのザンハンマウルの集落後方か

ら撮影した写真である。集落の周辺は勾配がきつく、豊

かな森に囲まれている。撮影ポイントの付近では主にゼ

ンマイなどの山菜を栽培しており、写真にも近景では集

落は見えずに緑に囲まれている。 
少し遠くに目を向けると集落の前方にあったホテルが

確認できる。そしてその奥では、左右から山裾が交互に

折り重なり、幾重にも連なっている様子を確認すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ができる。 

 図３は撮影ポイントⅡのメドンマウル玄武側から撮影

した写真である。この写真では手前に集落がしっかりと

映り込んでおり、その下に広がる盆地の平野部分から連

続して、谷に向かって山々が連なる様子がしっかりと映

り込んでいる。 

 図４は撮影ポイントⅢのメドンマウルからの写真の 2
枚目である。この集落では一つの集落から同じ谷の方向

を見ても視点場から視対象への角度を変えることによっ

て景観に類似性があることを示している。重畳感のある

図２ 獐項（ザンハン）Ⅰ 
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景観が筆者の定義するような共通性を持った景観である

ことを比較確認できる。 

 図５は撮影ポイントⅣのサンファンマウル後方からの

写真である。手前には豊かな田園風景が広がり、その奥

に対象の集落が見え、さらに谷まで見渡すと、存在感の

ある山々が幾重にも折り重なって重畳感のある景観を演

出している。 

図６は撮影ポイントⅤのシルサンサに向かう橋の途中

からの写真である。盆地の平野部分にあるこの寺はこの

盆地の中心で最も気が集まる場所とされており、水口を

たどって目を向けると、左右から伸びた山裾の間にさら

に山が連なり、最も奥には周辺の山岳信仰の最高位であ

る霊峰智異山が望める。 
 図７は撮影ポイントⅥのジュンギマウル玄武方向から

の写真である。これまでの集落と同様に集落の営みは農

業と共存しており、そのすべてをやさしく抱きこむよう

にそびえる後方の山々が確認できる。 
 最後に図８は撮影ポイントⅦのジュンギマウル後方か

らのパノラマ写真である。この集落からは盆地全体がほ

とんど見渡せ、一つの視点場から 2 方向の谷が一望でき

る様子をパノラマ写真によって示している。 
どちらの谷にも同様に山々の折り重なりを確認するこ

とができ、集落と山の位置関係がはっきりと写り込んだ

写真であることから、非常によく重畳感のある景観を表

した一枚である。 
 
４．ヒアリング結果から見る景観と吉地の関係 
 以上のように、実際の写真から対象の盆地内では重畳

感のある景観が複数のポイントから確認できることを示

したが、この景観が同じ盆地内でも見え方に差が生じて

いる。このことから風水の理論上吉地である集落のほう

がそうでない集落よりもより重畳感のある景観を顕著に

表すとすれば、風水の理論と景観の関係性を明確に示す

ことができると考え、ヒアリングの結果をもとに、その 
 
 
 
 
 
 
 

相互関係を明らかにする。表１は現地調査におけるヒア

リングの結果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 上黃（サンファン）Ⅳ 

図６ 實相寺（シルサンサ）Ⅴ 

図８ 中基（ジュンギ）Ⅶ 

図７ 中基（ジュンギ）Ⅵ 
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重畳感のある景観が顕著にみられた集落は、 獐項（ザ

ンハン）、梅洞（メドン）、中基（ジュンギ）、上 黃（サン

ファン）の 4 集落である。表１の風水認知をみると、 獐

項は5人中2人、梅洞は4人中4人、上黃は2人中2人

が風水の認知があると回答している。今回の調査集落で

は全体的に風水の認知が低かった中で、この 3 集落は風

水の認知が多くみられた。中基では風水認知は 2 人中 2
人が無いと回答している。しかしながら風水を感じる理

由の項目では、以前地理学者がこの村に訪れた際に、こ

の地は風水的に良いと言ったという回答が得られている。 
重畳感ある景観を確認できるかできないかの条件のみ

でランダムに選んだ集落が風水の理論上他の集落と比較

した場合により吉地であるか、または風水の認知が高い

ことが確認できた。これはすなわち、逆説的に「風水の

理論上吉地である集落であるほど、より風水理論によっ

て独自に生み出される景観を顕著に表す」ことの証明に

なる。 
 

５．総括 
本研究では、その 5その 6 において韓国山内面におけ

る盆地の集落にみられる集落周辺の地形構造が風水にど

のような影響を受けて成り立っており、実際にどういっ

た地形を構成しているか、またそこにある集落の立地特

性がいかなるものかについての分析を行い、その 7 にお

いてそれらの結果をもとに風水理論によって選定された

盆地の立地条件のもとで見られる重畳感のある景観につ

いての考察を進めた。 
ここで筆者の定義する風水景観である「重畳感のある

景観」の風水理論との関係を実際にその景観を見ること 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
のできる集落とヒアリングによって明らかにされた集落

の風水理論上の吉凶との比較と風水認知よって逆説的に

証明している。重畳感のある景観が見える集落立地が風

水理論によって選択され、これらの理論を信仰する人々

の生活にとけこむことによって安堵感や自らの集落に対

する愛着心を生んでいる。 
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【補注】 
注1) 四神観念とは、伝説的な獣である青龍・白虎・朱雀・玄武が東西南

北あるいは前後左右の方向を守護してくれるという発想からきた

ものである。風水における四神の位置は「左青龍・右白虎・前朱雀・
後玄武」とされ、穴が南向した場合、東が青龍、西が白虎、南が朱

雀、北が玄武となる。 
注2) 四神座における「玄武」は、集落の「主山」がある方向とするのが

一般的である。ここでいう玄武側は主山側、つまり集落の背後を示

している。 
注3) 穴、四神、あるいは内明堂の両側を流れる水流のみなもとを得とい

う。また、得から水が流れ、青龍と白虎が合わさり明堂の外側へと

流れ出るところを水口という 
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回答数 有 無

獐項（ザンハン） 5 2 3

梅洞（メドン） 4 4 0 山が幾度も連なっている。山も川も昔から良いといわれている。

大井（デゾン） 5 3 2 平地で住みやすい

立石（イッソッ） 3 1 2 ソウルのような雨での被害がない。ジルサンサがある・景観が良い（面全体での風水を感じる）。

中基（ジュンギ） 2 0 2 昔、地理学者が訪れ、この土地は風水的に良いと言っていた

元泉（ウェチョン） 1 1 0 昔から風水的に良いと言われている・里の人の心が優しい・チリ山に囲まれている。井戸があり、他の里からも病気になった人が利用しにきたりしている。

三化（サンワ） 6 4 2 山参が山にある・風水的な伝統がある（昔から良いと言われている）。水や山、空気がきれい・外から移住して来る人が多い。

白日（ベッイル） 5 0 5 ジルサンサ・チリ山がある（面全体での風水を感じる）。

下黄（ハファン） 4 1 3

中黄（ジュンファン） 2 0 2 人の心が優しい（山内面の警察から賞をもらったことがある）・長生きの人が多い。

上黄（サンファン） 2 2 0 山が並んでいる・水や空気がきれい・人の心が優しい。

風水を感じる理由集落名
風水認知

表１ ヒアリング結果 
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